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宣言  

本 論 文 を 、 日 本 脳 神 経 血 管 内 治 療 学 会 機 関 紙 「 JNET Journal of 

Neuroendovascular Therapy」に投稿するにあたり、筆頭著者、共著者によって、

国内外の他雑誌に掲載ないし投稿されていないことを誓約致します。  



要 旨  

目 的  

再 発 内 頚 動 脈 （ I C A ） 後 交 通 動 脈 （ P C o A ） 瘤 の コ イ ル 塞

栓 術 で 、 M a r a t h o n を 使 用 し た 1 例 を 報 告 す る 。  

症 例  

6 6 歳 女 性 。く も 膜 下 出 血 で 発 症 し た I C A - P C o A 瘤 に コ イ

ル 塞 栓 術 が 行 わ れ 、 1 3 年 後 再 発 し た 。 I C A - P C o A 分 岐 部

に 瘤 の 新 生 を 認 め 、 n e c k か ら 比 較 的 太 い P C o A が 分 枝 し

て い た 。 N e u r o f o r m  A t l a s を I C A 終 末 部 か ら P C o A に 留

置 し 、 塞 栓 を 行 う も コ イ ル の 分 布 が 不 均 等 と な っ た 。

P C o A 経 由 で ス テ ン ト を 通 過 し て a p p r o a c h が 必 要 で 、

M a r a t h o n を 使 用 し 成 功 し た 。 E D  c o i l  6 本 を 追 加 し 良 好

な 塞 栓 を 達 成 し た 。  

結 論  

小 径 の 血 管 に 留 置 し た ス テ ン ト の 通 過 の 際 は M a r a t h o n

が 有 用 で あ る 。  

                   

緒 言  

 脳 動 脈 瘤 の コ イ ル 塞 栓 術 に お い て 、 s t e n t - a s s i s t e d  

t e c h n i q u e （ S A T ） の 普 及 に よ り b r o a d  n e c k 瘤 へ の 治 療

適 応 が 拡 大 し て い る 1 ) 。 ま た 、 n e c k  b r i d g e  s t e n t の

l o w  p r o f i l e 化 に よ り 、 小 径 の 血 管 へ も ス テ ン ト 留 置 が

可 能 と な っ た 2 ) 。 そ の た め 、 動 脈 瘤 へ の

m i c r o c a t h e t e r ( M C ) の 誘 導 の 際 に 、 小 径 の 血 管 に 置 か れ



た ス テ ン ト を 通 過 さ せ な け れ ば な ら な い 局 面 も 想 定 さ れ

る 。 M a r a t h o n  c a t h e t e r （ M e d t r o n i c ,  M i n n e a p o l i s ,  

M i n n e s o t a ,  U S A ） は 従 来 の 動 脈 瘤 塞 栓 術 用 の M C と 比

較 し 、 遠 位 が 小 径 か つ 柔 軟 な 構 造 を し て お り 、 よ り 末 梢

の 病 変 や 屈 曲 し た 血 管 へ の 誘 導 が 可 能 で あ る 。

M a r a t h o n を 使 用 し た 動 脈 瘤 コ イ ル 塞 栓 術 の 報 告 が 散 見

さ れ る 3 , 4 , 5 ) 。 今 回 、 我 々 は 再 発 を 来 し た w i d e  n e c k 瘤

で あ る 内 頚 動 脈 （ I C A ） 後 交 通 動 脈 （ P C o A ） に 対 す る

コ イ ル 塞 栓 術 に お い て 、 P C o A 経 由 で ス テ ン ト を 留 置 し

た 後 、 そ の ス テ ン ト の 通 過 に 難 渋 し 、 M a r a t h o n の 使 用

が 有 用 で あ っ た 1 例 を 経 験 し た の で 報 告 す る 。  

 

症 例 呈 示  

6 6 歳  女 性  

現 病 歴  2 0 0 6 年 に く も 膜 下 出 血 で 発 症 し た I C A - P C o A 瘤

に 対 し 他 院 で コ イ ル 塞 栓 術 が 行 わ れ 、 自 宅 退 院 と な っ て

い た 。今 回 1 3 年 の 経 過 で M R I 上 再 発 所 見 を 認 め（ F i g u r e  

1 A ）、当 院 に 紹 介 と な っ た 。脳 血 管 撮 影 で 精 査 す る こ と と

な っ た 。  

脳 血 管 撮 影 所 見  右 I C A 造 影 で は 前 回 治 療 し た 部 位 に は

造 影 剤 の 流 入 は な く I C A - P C o A 分 岐 部 に 2 瘤 の 瘤 が 新 生

し て い た （ F i g u r e  1 B , C ）。 動 脈 瘤 の d o m e の 最 大 径 は 約

7 m m で n e c k は 約 6 m m あ り 、 n e c k か ら は 比 較 的 太 い 径

が 約 1 . 5 m m の P C o A が h a i r p i n  c u r v e 状 に 分 枝 し て い た



（ F i g u r e  1 D ）。  

破 裂 瘤 の 再 発 で 本 人 の 希 望 も あ り コ イ ル 塞 栓 術 の 方 針 と

な っ た 。 ス テ ン ト の 使 用 に 備 え 、 治 療 2 週 間 前 か ら ク ロ

ピ ド グ レ ル 7 5 m g の 内 服 を 開 始 し 治 療 前 日 に ア ス ピ リ ン

2 0 0 m g を l o a d i n g 投 与 し た 。  

血 管 内 治 療  全 身 麻 酔 下 に 右 大 腿 動 脈 に 8 F r e n c h （ F r ）

シ ー ス を 、 左 大 腿 動 脈 に 5 F r シ ー ス を 留 置 し た 。

A c t i v a t e d  C l o t t i n g  T i m e  3 0 0 を 目 標 に 全 身 の ヘ パ リ ン

化 を 行 っ た 。 右 I C A に 8 F r  O p t i m o （ T o k a i  M e d i c a l  

P r o d u c t s ,  A i c h i ,  J a p a n ）、 左 V A に 5 F r  L a u n c h e r

（ M e d t r o n i c ）を 留 置 し た 。 I C A 撮 影 で は 動 脈 瘤 が 周 囲 の

I C A と 重 な る が 、 I C A を O p t i m o の b a l l o o n で 遮 断 し た

状 態 の V A 撮 影 で は 動 脈 瘤 の 全 貌 が 明 瞭 に 描 出 さ れ た

（ F i g u r e  1 E ,  F ）。I C A 経 由 で S L - 1 0（ S t r y k e r ,  K a l a m a z o o ,  

M I ,  U S A ） 2 本 を 瘤 内 に 留 置 し d o u b l e  c a t h e t e r  

t e c h n i q u e（ D A T ） で 塞 栓 を 試 み る も 、 母 血 管 に 逸 脱 傾 向

か つ 2 瘤 の う ち の 1 つ の 瘤 の 成 分 に 良 好 に 分 布 せ ず 断 念

し た 。そ の た め S A T に て コ イ ル 塞 栓 を 試 み る こ と と し た 。

左 V A 遠 位 に T a c t i c s （ T e c h n o c r a t  C o r p o r a t i o n ,  A i c h i ,  

J a p a n ）を 誘 導 し 中 間 カ テ ー テ ル と し 、ス テ ン ト d e l i v e r y

用 の S L - 1 0 を P C o A 経 由 で 右 中 大 脳 動 脈 ま で 誘 導 し た 。

瘤 内 へ の 過 度 の b u l g i n g を 避 け る 目 的 で 、 T a r g e t  3 D  

5 m m ×  1 0 c m を 瘤 内 に 一 部 留 置 後 、 N e u r o f o r m  A t l a s  4 ×

2 1 m m ( S t r y k e r ) を I C A 終 末 部 か ら P C o A お よ び 右



p o s t e r i o r  c e r e b r a l  a r t e r y  ( P C A )  P 1  s e g m e n t  ( P 1 ) に 留

置 し た （ F i g u r e  2 A , B , C ）。 ス テ ン ト 留 置 後 に 適 切 な

w o r k i n g  a n g l e を 設 定 し た （ F i g u r e  2 D , E ）。 こ の 操 作 に

よ り 瘤 内 に J a i l i n g さ れ た S L - 1 0 を 用 い て コ イ ル 塞 栓 を

行 う も 、 や は り 2 瘤 の う ち の 1 つ の 瘤 の み に コ イ ル が 分

布 し 不 均 等 と な っ た （ F i g u r e  3 A , B , C , D ）。 M C の 挿 入 位

置 の 変 更 が 必 要 と 判 断 し 、 P C o A 経 由 で ス テ ン ト 内 を 通

過 し M C の 瘤 内 へ の 再 誘 導 を 企 図 し た 。 先 端 を J 型 に

s h a p i n g し た T r a x c e s s  1 2 1 4 （ M i c r o v e n t i o n ,  T u s t i n ,  

C a l i f o r n i a ,  U S A ) で ス テ ン ト の 真 腔 を 捉 え 、 S L - 1 0 の 通

過 を 試 み る も 完 全 に は 通 過 で き な か っ た 。 C h i k a i  1 0  

3 0 0 c m（ A s a h i  I n t e c ,  A i c h i ,  J a p a n ） を 使 用 し M a r a t h o n

に e x c h a n g e す る と 、 比 較 的 容 易 に ス テ ン ト を 通 過 す る

こ と が で き 、さ ら に ス テ ン ト の c e l l を 通 過 し 瘤 内 に 留 置

し た 。E D  e x t r a s o f t  2 m m × 3 c m 、1 . 5 m m × 1 c m  5 本（ K a n e k a ,  

K a n a g a w a ,  J a p a n ）、合 計 6 本 を 追 加 留 置 し 、コ イ ル の 分

布 が 疎 で あ っ た 部 分 に も 良 好 に 塞 栓 が 達 成 で き 治 療 を 終

了 し た （ F i g u r e  3 E , F , G , H ）。  

術 後 経 過 は 良 好 で 自 宅 退 院 と な っ た 。  

考 察  

M a r a t h o n は f l o w  d i r e c t e d  c a t h e t e r で あ り 先 端 は 外

径 1 . 5 F r で 柔 軟 に 加 工 さ れ 、 か つ 有 効 長 も 1 6 5 c m を 有

す る 。一 般 的 な 動 脈 瘤 コ イ ル 塞 栓 術 用 の M C の 先 端 の 外

径 は 1 . 7 F r 以 上 で 有 効 長 は 1 5 0 c m で あ る 。 そ の た め 、



M a r a t h o n は 末 梢 の 細 径 の 血 管 や 屈 曲 し た 部 位 へ の 誘

導 性 に 優 れ 、脳 動 静 脈 奇 形 や 硬 膜 動 静 脈 廔 の 治 療 の 際 に

主 に 用 い ら れ 、 塞 栓 物 質 と し て は 液 体 塞 栓 物 質 の

O N Y X ( M e d t r o n i c ) や n - b u t y l - c y a n o a c r y l a t e ( N B C A ) が

使 用 さ れ る 6 , 7 ) 。M a r a t h o n の 内 腔 径 は 先 端 で 0 . 0 1 3  i n c h 、

近 位 で 0 . 0 1 5  i n c h で あ り 、 動 脈 瘤 塞 栓 術 用 の コ イ ル の

B a r r i c a d e （ B l o c k a d e  M e d i c a l ,  I r v i n e ,  C a l i f o r n i a ,  

U S A ）、 E D  e x t r a s o f t 、 T a r g e t  u l t r a s o f t （ S t r y k e r ）、

A x i u m （ M e d t r o n i c ） 等 が 挿 入 可 能 と 報 告 さ れ て い る

3 , 4 , 5 ) 。 M a r a t h o n を 使 用 し て 、 A V M 、 A V F 及 び 脳 動 脈 瘤

を コ イ ル で 塞 栓 し た 報 告 が 散 見 さ れ る 3 , 4 , 5 ) 。M a r a t h o n

を 用 い る こ と に よ り 同 一 病 変 に 対 し 、液 体 塞 栓 物 質 と コ

イ ル の 両 方 を 同 一 カ テ ー テ ル で 使 用 で き る た め 、費 用 削

減 や 手 技 時 間 短 縮 と い っ た 利 点 も あ る と 指 摘 さ れ て い

る 3 , 4 ) 。  

 動 脈 瘤 の 塞 栓 術 に M a r a t h o n が 用 い ら れ た 報 告 は

我 々 が 渉 猟 し た 限 り 3 報 告 7 例 で あ っ た 3 , 4 , 5 ) （ T a b l e  

1 ）。 病 変 部 位 は 前 交 通 動 脈 瘤 が 2 例 、 I C A 終 末 部 が 1

例 、 中 大 動 脈 瘤 が 1 例 、 前 下 小 脳 動 脈 が 1 例 、 後 下 小 脳

動 脈 が 2 例 で あ り 、 通 常 の M C で は 誘 導 困 難 な 部 位 に

治 療 が 行 わ れ て い た 。使 用 コ イ ル は B a r r i c a d e が 4 例 、

T a r g e t  u l t r a s o f t が 1 例 、 E D  e x t r a s o f t が 2 例 で い ず

れ も 問 題 な く コ イ ル の 留 置 及 び d e l i v e r y  w i r e か ら の 離

脱 が 可 能 で あ っ た と 報 告 さ れ て い る 。1 例 は ス テ ン ト 併



用 で 治 療 が な さ れ 、 瘤 内 へ t r a n s c e l l で M C が 誘 導 さ れ

て い た 5 ) 。 1 例 は コ イ ル 塞 栓 の み で は d o m e  f i l l i n g の

塞 栓 結 果 で あ り 、 同 一 の M a r a t h o n か ら N B C A が 注 入

さ れ 良 好 な 塞 栓 結 果 が 得 ら れ て い た 4 ) 。 1 例 で M C 内 に

血 栓 形 成 が あ り M a r a t h o n を 交 換 し 、再 誘 導 が 必 要 で あ

っ た と 報 告 さ れ て い る 5 ) 。  

本 例 で の コ イ ル 塞 栓 術 の 問 題 点 と し て 、 以 下 の 3 つ

の 点 が 想 定 さ れ た 。 ( 1 ) 至 適 な w o r k i n g  a n g l e を 設 定 す

る 際 に 周 辺 の I C A と 動 脈 瘤 が 重 な る （ F i g u r e  4 A ）。

( 2 ) 2 瘤 に 分 か れ た 動 脈 瘤 に 均 一 に コ イ ル を 塞 栓 さ せ る

必 要 が あ る 。 ( 3 ) 動 脈 瘤 は 極 め て w i d e  n e c k で 頸 部 か ら

分 岐 し た 太 い P C o A を 温 存 さ せ る 必 要 が あ る 。 1 つ 目

に 関 し て は 、 動 脈 瘤 の 塞 栓 術 の r o a d  m a p 画 像 を 作 成

す る 際 は 、 I C A を 遮 断 し た 状 態 の V A 撮 影 を 指 標 に す

る こ と に よ り 解 決 し た 。 2 つ 目 に 関 し て は 2 瘤 の そ れ

ぞ れ の 成 分 に M C を 誘 導 し D C T で 塞 栓 す る こ と を 企 図

し た 。 3 つ 目 に 関 し て は 、 P 1 が 発 達 し て お り P C o A を

s a c r i f i c e し て も P C A 領 域 の 血 流 は 維 持 さ れ る が 、

P C o A の 穿 通 枝 を 温 存 す る に は ス テ ン ト を 使 用 し て

P C o A の 血 流 の 確 実 な 維 持 が 必 要 と 考 え た 。 P C o A が 頚

部 か ら は h a i r p i n  c u r v e 状 に 分 岐 し て お り 、 I C A 近 位

か ら P C o A に は M C の 誘 導 が 困 難 で あ る と 考 え ら れ

た 。 そ の た め 、 V A 経 由 で P C o A を 介 し て I C A 遠 位 に

M C A を 送 り 、 I C A 終 末 部 付 近 ら P C o A に か け て ス テ ン



ト を 留 置 す る こ と と し た 。  

実 際 の 治 療 で は 、 D A T や S A T を 用 い て も I C A 経 由 で

の M C で は 瘤 内 の 均 一 な 塞 栓 は 不 能 で（ F i g u r e  4 B , C , D ）、

M C の 挿 入 位 置 の 変 更 が 必 要 と 判 断 し た 。 I C A 経 由 で は

M C 先 端 の 位 置 や 方 向 の 大 き な 変 化 は 望 め な い た め 、

P C o A 経 由 で M C を 瘤 内 に 留 置 す る 必 要 が あ る と 考 え た 。

す で に P C o A に は N e u r o f o r m  A t l a s が 留 置 さ れ て お り

S L - 1 0 で の 通 過 は 困 難 で あ っ た が （ F i g u r e  4 E ）、

M a r a t h o n に 交 換 す る と 容 易 に 通 過 す る こ と が で き 良

好 な 塞 栓 が 達 成 で き た （ F i g u r e  4 F ）。 近 年 で は l o w  

p r o f i l e 化 さ れ た 動 脈 瘤 塞 栓 用 の n e c k  b r i d g e  s t e n t の

登 場 に よ り 、よ り 径 の 小 さ な 血 管 へ の 留 置 が 可 能 と な っ

た 2 ) 。小 径 の 血 管 に 留 置 さ れ た ス テ ン ト 内 に M C を 通 過

さ せ る 事 態 が 想 定 さ れ 、そ の 際 に M a r a t h o n の 使 用 は 有

用 と 考 え ら れ た 。 ま た 本 例 で は P c o A の ス テ ン ト を 通 過

後 、 M a r a t h o n の 瘤 内 へ の t r a n s c e l l で の 誘 導 も 容 易 に

行 え た 。 S t i d d ら も M a r a t h o n の 瘤 内 へ の t r a n s c e l l で

の 誘 導 の 優 位 性 に 言 及 し て お り 5 ) 、 t r a n s c e l l で の 瘤 内

へ の a p p r o a c h が 困 難 な 場 合 も M a r a t h o n の 使 用 を 試 す

価 値 は あ る と 考 え ら れ た 。  

M a r a t h o n は 先 端 か ら 3 c m 近 位 の p r o x i m a l  m a r k e r を

有 し て い な い o n e - m a r k e r の M C で あ り 、 透 視 下 で の コ

イ ル の d e t a c h m e n t  p o i n t の 検 出 は 慎 重 な 操 作 が 要 求 さ

れ る 3 , 5 ) 。 一 方 で 、 E D  c o i l は d e t a c h m e n t  p o i n t を ア ラ



ー ム 音 で 正 確 に 検 出 す る こ と が で き 、o n e - m a r k e r の M C

使 用 時 は 他 の コ イ ル と 比 較 し 容 易 に 離 脱 が 行 え る 4 , 8 ) 。

ま た B a r r i c a d e や T a r g e t は コ イ ル 末 端 に 離 脱 シ ス テ ム

を 装 着 す る 際 に 、 d e l i v e r y  w i r e の 長 さ の 問 題 で M C に

接 続 し た 回 転 式 止 血 弁 （ r o t a t i n g  h e m o s t a t i c  v a l v e :  

R H V ） を 一 旦 除 去 す る 必 要 が あ る と 報 告 さ れ て い る 3 , 5 ) 。

B a r r i c a d e を 使 用 し 、 離 脱 の 度 に R H V を 除 去 し た こ と

に よ り M C 内 へ の 血 液 の 逆 流 に よ り 血 栓 の 形 成 が 生 じ

た 合 併 症 も 報 告 さ れ て い る 5 ) 。 E D  c o i l は R H V を 除 去

す る こ と な く 離 脱 可 能 で あ り 、そ の 点 に お い て も 他 の コ

イ ル よ り も M a r a t h o n と の 併 用 の 際 の 優 位 性 が あ る 。  

本 例 で は M a r a t h o n 経 由 で の E D  c o i l の 誘 導 や 留 置 等

の 操 作 性 は 、従 来 の M C 使 用 時 と 比 較 し て 大 き な 問 題 は

な か っ た 。 M a r a t h o n は 先 端 が 柔 軟 な 構 造 と な っ て お り 、

屈 曲 病 変 で は k i n k i n g し 、 直 線 病 変 と 屈 曲 病 変 で は カ

テ ー テ ル 内 へ の デ バ イ ス の 誘 導 性 が 異 な る 。B e c k e t t ら

の 実 験 結 果 で は 、直 線 病 変 で は コ イ ル 径 が 0 . 0 1 3 i n c h ま

で 通 過 可 能 で あ っ た 一 方 、屈 曲 病 変 で は 通 過 可 能 な コ イ

ル 径 は 0 . 0 1 2 i n c h ま で 制 限 さ れ て い た 3 ) 。 M a r a t h o n を

屈 曲 が 著 明 な 部 位 に 誘 導 し た 際 は 、コ イ ル の 挿 入 時 の 抵

抗 の 増 加 や 誘 導 困 難 に な る 可 能 性 も 想 定 す る 必 要 が あ

る と 考 え る 。  

結 語  

 本 例 は b r o a d  n e c k の 瘤 で P C o A の 温 存 目 的 で I C A 終



末 部 か ら P C o A に か け て の ス テ ン ト 留 置 が 必 要 で あ っ

た 。 瘤 内 の コ イ ル の 分 布 が 不 均 等 で P C o A に 留 置 さ れ た

ス テ ン ト 経 由 で 瘤 内 へ の a p p r o a c h が 必 要 と な り 、

M a r a t h o n の 使 用 に よ り ス テ ン ト の 通 過 が 容 易 に 行 え

た 。 小 径 の 血 管 に 留 置 さ れ た ス テ ン ト 内 に M C を 通 過 さ

せ る 必 要 が あ る 場 合 に M a r a t h o n の 使 用 は 有 用 と 考 え ら

れ た 。  

 

利 益 相 反 の 開 示  

筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 が 利 益 相 反 は な い 。  

文 献  

1 ) K i n g  B ,  V a z i r i  S ,  S i n g l a  A ,  e t  a l :  C l i n i c a l  a n d  

a n g i o g r a p h i c  o u t c o m e s  a f t e r  s t e n t - a s s i s t e d  c o i l i n g  o f  

c e r e b r a l  a n e u r y s m s  w i t h  E n t e r p r i s e  a n d  N e u r o f o r m  

s t e n t s :  a  c o m p a r a t i v e  a n a l y s i s  o f  t h e  l i t e r a t u r e .  J  

N e u r o i n t e r v  S u r g  2 0 1 5 ;  7 :  9 0 5 - 9 0 9 .   

 

2 ) J a n k o w i t z  B T ,  H a n e l  R ,  J a d h a v  A P ,  e t  a l :  N e u r o f o r m  

A t l a s  S t e n t  S y s t e m  f o r  t h e  t r e a t m e n t  o f  i n t r a c r a n i a l  

a n e u r y s m :  p r i m a r y  r e s u l t s  o f  t h e  A t l a s  H u m a n i t a r i a n  

D e v i c e  E x e m p t i o n  c o h o r t .  J  N e u r o i n t e r v  S u r g  2 0 1 9 ;  

1 1 :  8 0 1 - 8 0 6 .   

 

3 ) B e c k e t t  J S ,  D u c k w i l e r  G R ,  T a t e s h i m a  S ,  e t  a l :  C o i l  



e m b o l i z a t i o n  t h r o u g h  t h e  M a r a t h o n  m i c r o c a t h e t e r :  

A d v a n t a g e s  a n d  p i t f a l l s .  I n t e r v  N e u r o r a d i o l  2 0 1 7 ;  2 3 :  

2 8 - 3 3 .   

 

4 ) H o r i e  N ,  H a y a s h i  K ,  M o r i k a w a  M ,  e t  a l :  A  N o v e l  

M e t h o d  f o r  S u p e r - s e l e c t i v e  C o i l  E m b o l i z a t i o n  U s i n g  

a n  E x t r e m e l y  S o f t  B a r e  C o i l  t h r o u g h  a  L i q u i d  E m b o l i c  

D e l i v e r y  M i c r o c a t h e t e r .  N e u r o l  M e d  C h i r  ( T o k y o )  

2 0 1 5 ;  5 5 :  6 0 5 - 6 0 9 .   

 

5 ) S t i d d  D A ,  L o p e s  D K ,  C h e n  M :  A n e u r y s m  c o i l  

e m b o l i z a t i o n  u s i n g  a  1 . 5 - f r  d i s t a l  o u t e r  d i a m e t e r  

m i c r o c a t h e t e r .  N e u r o i n t e r v e n t i o n  2 0 1 4 ;  9 :  3 9 - 4 4 .  

 

6 )  S o n g  D ,  L e n g  B ,  G u  Y ,  e t  a l :  C l i n i c a l  A n a l y s i s  o f  

5 0  C a s e s  o f  B A V M  E m b o l i z a t i o n  w i t h  O n y x ,  a  N o v e l  

L i q u i d  E m b o l i c  A g e n t .  I n t e r v  N e u r o r a d i o l .  2 0 0 5 ;  1 1 :  

1 7 9 - 8 4 .   

 

7 )  C a r l s o n  A P ,  T a y l o r  C L ,  Y o n a s  H :  T r e a t m e n t  o f  d u r a l  

a r t e r i o v e n o u s  f i s t u l a  u s i n g  e t h y l e n e  v i n y l  a l c o h o l  

( o n y x )  a r t e r i a l  e m b o l i z a t i o n  a s  t h e  p r i m a r y  m o d a l i t y :  

s h o r t - t e r m  r e s u l t s .  J  N e u r o s u r g  2 0 0 7 ;  1 0 7 :  1 1 2 0 - 1 1 2 5 .  

 



8 ) C h a u  Y ,  S a c h e t  M ,  S é d a t  J :  S u p e r - s e l e c t i v e  c o i l  

e m b o l i z a t i o n  o f  a  b a s i l a r  p e r f o r a t o r  a r t e r y  a n e u r y s m  

p r e v i o u s l y  t r e a t e d  b y  t h e  s t e n t - i n - s t e n t  t e c h n i q u e ,  

u s i n g  a n  e x t r e m e l y  s o f t  b a r e  c o i l  d e l i v e r e d  t h r o u g h  a  

o n e - m a r k e r  m i c r o c a t h e t e r .  I n t e r v  N e u r o r a d i o l  2 0 1 7 ;  

2 3 :  4 9 2 - 4 9 6 .   

 

図 表 の 説 明  

 

F i g u r e  1   

A :  M R A  s h o w s  t h e  r e c u r r e n t  r i g h t  I C A - P C o A  a n e u r y s m  

( g r a y  a r r o w ) .  B , C :  R i g h t  I C A  a n g i o g r a p h y  s h o w s  t h e  

a n e u r y s m  ( b l a c k  a r r o w ) . D :  3 D  r o t a t i o n a l  a n g i o g r a p h y  

a t  t h e  v i e w  b e h i n d  t h e  r i g h t  I C A  s h o w s  t h e  a n e u r y s m  

( w h i t e  a r r o w  h e a d :  t h e  d e  n o v o  a n e u r y s m ,  b l a c k  a r r o w  

h e a d :  t h e  p r e v i o u s l y  c o i l e d  a n e u r y s m ,  w h i t e  a r r o w :  

P C o A ,  a s t e r i s k :  I C A  t e r m i n a l i s ) .  E :  T h e  a n e u r y s m  i s  

h i d d e n  b y  t h e  a d j a c e n t  I C A  o n  r i g h t  I C A  a n g i o g r a p h y .  

F :  R i g h t  V A  a n g i o g r a p h y  w i t h  i n t e r r u p t i o n  o f  t h e  I C A  

b l o o d  f l o w  b y  t h e  b a l l o o n  g u i d i n g  c a t h e t e r ,  s h o w s  t h e  

a n e u r y s m  o b v i o u s l y .  

 

F i g u r e  2  

A :  N e u r o f o r m  A t l a s  i s  p l a c e d  i n  t h e  r a n g e  o f  t h e  I C A  



t e r m i n a l i s  a n d  P 1  i n c l u d i n g  P C o A  a f t e r  p a r t i a l  

p l a c e m e n t  o f  t h e  c o i l  i n  t h e  a n e u r y s m .  B :  R i g h t  I C A  

a n g i o g r a p h y  s h o w s  t h e  p a t e n c y  o f  t h e  b l o o d  f l o w  a t  

t h e  s i t e  o f  t h e  s t e n t  p l a c e m e n t .  C :  R i g h t  V A  

a n g i o g r a p h y  w i t h  i n t e r r u p t i o n  o f  t h e  I C A  s h o w s  t h e  

p a t e n c y  o f  t h e  b l o o d  f l o w  ( b l a c k  a r r o w :  d i s t a l  m a r k e r  

o f  t h e  s t e n t ,  w h i t e  a r r o w ;  p r o x i m a l  m a r k e r :  p r o x i m a l  

m a r k e r ) .  D , E :  W e  c o n f i g u r e  t h e  w o r k i n g  a n g l e s  b a s e d  

o n  3 D  r o t a t i o n a l  a n g i o g r a p h y  a f t e r  p l a c e m e n t  o f  t h e  

s t e n t .  ( D :  w o r k i n g  a n g l e  1 ,  E :  w o r k i n g  a n g l e  2  ( t u n n e l  

v i e w ) ,  w h i t e  d o t t e d  l i n e :  t h e  l u m e n  o f  t h e  I C A ,  b l a c k  

d o t t e d  l i n e :  t h e  l u m e n  o f  t h e  P C o A ) .   

 

F i g u r e  3  

A , C :  T h e  u n e q u a l  d i s t r i b u t i o n  o f  t h e  c o i l  i n  t h e  

a n e u r y s m  o c c u r s  ( A :  w o r k i n g  a n g l e  1 ,  C :  w o r k i n g  

a n g l e  2 ) .   

B , D :   R i g h t  V A  a n g i o g r a p h y  s h o w s  t h e  r e m a i n i n g  

b l o o d  f l o w  i n  t h e  a n e u r y s m  ( A :  w o r k i n g  a n g l e  1 ,  C :  

w o r k i n g  a n g l e  2 ) .   

E , G :  W e  p e r f o r m  a d d i t i o n a l  i n s e r t i o n  o f  c o i l s  i n t o  t h e  

a n e u r y s m  t h r o u g h  M a r a t h o n .  ( E :  w o r k i n g  a n g l e  1 ,  G :  

w o r k i n g  a n g l e  2 ) .  

F , H :  R i g h t  V A  a n g i o g r a p h y  s h o w s  t h e  f a v o r a b l e  



e m b o l i z a t i o n  ( F :  w o r k i n g  a n g l e  1 ,  H :  w o r k i n g  a n g l e  

2 ) .  

 

F i g u r e  4  

S c h e m a t i c  i l l u s t r a t i o n  o f  t h e  c o i l  e m b o l i z a t i o n  f o r  

t h e  p r e s e n t  c a s e  ( w o r k i n g  a n g l e  1 ) .  

A :  T h e  d e  n o v o  a n e u r y s m  w i t h  t h e  w i d e  n e c k  a r i s e s  a t  

t h e  I C A - P C o A  b i f u r c a t i o n  a n d  r e l a t i v e l y  t h i c k  P C o A  

b r a n c h e d  f r o m  t h e  n e c k  o f  t h e  a n e u r y s m  ( 1 : I C A ,  

2 : M C A ,  3 : A C A ,  4 : P C o A ,  5 : P 1 ,  6 : P 2 ,  7 : B A ,  8 :  

p r e v i o u s l y  p l a c e d  c o i l s ,  * : t h e  d e  n o v o  a n e u r y s m ) .   B :  

T h e  u n e q u a l  d i s t r i b u t i o n  o f  t h e  c o i l  o c c u r s  t h o u g h  w e  

p e r f o r m  t h e  c o i l  e m b o l i z a t i o n  u s i n g  b y  d o u b l e  

c a t h e t e r  t e c h n i q u e .  C :  N e u r o f o r m  A t l a s  i s  p l a c e d  i n  

t h e  r a n g e  o f  t h e  I C A  t e r m i n a l i s  a n d  P 1  i n c l u d i n g  

P C o A  a f t e r  p a r t i a l  p l a c e m e n t  o f  t h e  c o i l  i n  t h e  

a n e u r y s m .  D :  T h e  u n e q u a l  d i s t r i b u t i o n  a l s o  o c c u r s  

t h o u g h  w e  u s e  s t e n t - a s s i s t e d  t e c h n i q u e .   E :  W e  c a n  

n o t  n a v i g a t e  S L - 1 0  t o  t h e  a n e u r y s m  w i t h i n  t h e  s t e n t  

t h r o u g h  t h e  P C o A .  F :  W e  a c h i e v e  t h e  a p p r o a c h  t o  t h e  

a n e u r y s m  b y  u s i n g  M a r a t h o n .  W e  p e r f o r m  a d d i t i o n a l  

i n s e r t i o n  o f  s i x  E D  c o i l s  i n t o  t h e  a n e u r y s m  a n d  

a c h i e v e  t h e  f a v o r a b l e  e m b o l i z a t i o n  b y  a d d i t i o n a l  

i n s e r t i o n  o f  E D  c o i l s .        



Table 1

Case
No.

Authors
(year)

Age
Sex

Location rupture
Coil, diameter(mm)/

length(cm)
stent

Other embolic
material

complication outcome

1
David et al.

(2014)
80

male
ACoA (-)

B, 5/13, 4/7, 3/6,
2.5/6, 2.5/4

(-) (-) (-) good

2 〃
48

male
ACoA (+) B, 3/6, 3/4, 2/4 (-) (-)

clot collecting
within MC

good

3 〃
48

female
ICA terminalis (-) T, 3/6, 2/4 Neuroform EZ (-) (-) good

4
Horie et al.

(2015)
31

female
distal AICA (-)

E, 16/15*, 16/10*,
1.5/2

(-) NBCA (-) good

5 〃
61

female
distal MCA (+) E, 2.5/6, 1.5/3 (-) (-) (-) good

6
Beckett et al.

(2016)
52

female
PICA (+) B, 2/2, 1/2 (-) (-) (-) good

7 〃
53

male
PICA ND B, 3/6, 1.5/2×3 (-) (-) (-) good

8
Our case
(2019)

66
female

ICA-PCoA (-) E, 2/3, 1.5/1×5 Neuroform Atlas (-) (-) good

ACoA: anterior communicating artery, ICA: interanal carotid artery, AICA: anterior inferior cerebellar artery, MCA: middle cerebral artery,
PICA: posterior inferior cerebellar artery, PCoA: posterior communicating artery, ND: not described, B: Barricade, T: Target ultrasoft, E: ED extrasoft
NBCA: n-butyl-cyanoacrylate, MC: microcatheter, *ED Infini extrasoft
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